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１  災害廃棄物発生量等推計方法 

１－１．災害廃棄物発生量 

（１）発生量推計の基本的な考え方 

① 災害廃棄物発生量推計式の種類 

災害廃棄物発生量の推計式は、災害の規模（被害棟数により区分）や対
象とする廃棄物（災害廃棄物全体量、片付けごみ発生量、津波堆積物）、災
害の種類（地震災害（揺れ）、地震災害（津波）、水害、土砂災害）に応じ

て、適当な推計式を用いる。推計式の種類とその適用範囲を表１に示す。 

 

表１ 推計式の種類とその適用範囲 

 

 

② 災害廃棄物全体量 推計式【１】 

災害廃棄物全体量の推計は、発生原単位に損壊建物等の被害棟数を乗じ
ることで算出できる。推計に用いる各係数については、３ページ（２）に
示す。 
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※  市町村が半壊建物の解体廃棄物を処理しない場合は半壊建物解体率をゼロに設定 

するなど実態に合わせて半壊建物解体率を調整すること。 

 

③ 片付けごみ発生量 推計式【２】 

発災初動期に当面必要となる仮置場面積を求めるための片付けごみ発生
量の推計は、住家・非住家の被害棟数の合計に、片付けごみ発生原単位を
乗じることで算出できる。推計に用いる各係数については、３ページの（２）
に示す。 
なお、災害廃棄物全体量と片付けごみ発生量を推計した結果、片付けご

み発生量の方が多く推計された場合、安全側の準備・対応を行うため、片

付けごみ発生量を全体量として取り扱う。 
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（２）災害廃棄物推計に用いる各係数 

災害廃棄物全体量、片付けごみ発生量及び津波堆積物の発生量を推計する
際に用いる各係数を表２から表６に示す。 

 

表２ 災害廃棄物全体量の推計に用いる各係数 

 

※ 市町村が半壊建物の解体廃棄物を処理しない場合は半壊建物解体率をゼロに設定

するなど実態に合わせて半壊建物解体率を調整すること。 

 

表３ 片付けごみ発生量の推計に用いる各係数 
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表４ 津波堆積物の発生量の推計に用いる各係数 
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表５ 災害廃棄物全体量の推計式に用いる１棟あたり床面積（都道府県別） 
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表６ 災害廃棄物全体量の推計式に用いる解体棟数の木造・非木造比率 

 

 

（追補）火災焼失に伴う災害廃棄物発生量の算定方法 

「巨大災害時における災害廃棄物対策のグランドデザインについて/中間
とりまとめ」（平成 26 年３月、環境省、巨大地震発生時における災害廃棄物
対策検討委員会）（以下、「グランドデザイン」という。）では、災害廃棄物が

地域に与える影響を概略的に把握するため、火災焼失に伴う災害廃棄物の発
生量は、設定した発生原単位に火災焼失に伴う建物の減量率（木造の場合は
34％、非木造の場合は 16％）を掛け合わせることにより算定する方法が示さ
れている。 
なお、次ページでは減量率を用いた算定手法を示した。 



 

7 

 

 

災害廃棄物の組成別の発生量の推計は、推計した発生量の合計値に、組成割

合を乗じることにより推計する。 

災害廃棄物の組成を設定するにあたって参考となる過去事例として、比較的

規模の大きな災害の事例は、災害廃棄物対策指針技術資料【14-2】に示されてい

るため、災害の種類や規模に応じて適当な事例を参考する。 
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１－２ し尿発生量及び仮設トイレ必要基数 

（１）し尿収集必要量 

し尿収集必要量は、①仮設トイレを必要とする人数と②非水洗化区域のし
尿収集人口の合計に１人１日平均排出量を乗じて推計する。 

 

 

（２）仮設トイレの必要基数 

仮設トイレの必要基数の推計式（例）を以下に示す。 
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１－３ 避難所ごみに関する発生量 

避難所ごみの推計式（例）を以下に示す。避難所ごみは避難者数に発生原単 

位を乗じて推計する。 
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 ２ 仮置場の必要面積に関する推計 

以下では、発生した災害廃棄物の全量を仮置きできる面積を求める「方法
１：最大で必要となる面積の算定方法」と「方法２：処理期間を通して一定
の割合で災害廃棄物の処理が続くことを前提とした算定方法」の２通りを示
す。 
方法２は仮置場からの搬出を考慮した方法であることから、方法１と比較

すれば実態を考慮した値が得られると期待できる。 
その一方、安全側を見て最大値を把握したい場合や簡易な方法で算定した 

い場合は方法１を活用する。 
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３ 各推計結果（参考） 

 以下に本編各資料で用いた推計資料を掲載する。 

 各値は、国が実施する「令和７年度九州ブロックにおける災害廃棄物処理計

画策定・改定支援業務」を受託し、今回策定する「香春町災害廃棄物処理計画」

の策定支援を行っていただいた株式会社東和テクノロジー（広島市）が推計し

た。 

１．災害廃棄物発生量 

（１）地震被害による災害廃棄物全体量及び片付けごみ 

① 地震による建物被害棟数 

地震災害（単位：棟） 

建物全壊棟数 建物半壊棟数 火災 

揺れ 液状化 
土砂災害 
急傾斜地 
崩壊 

揺れ 液状化 
土砂災害 
急傾斜地 
崩壊 

木造 非木造 

300 10 0 1,400 60 0 0 0 

 

② 災害廃棄物全体量（片付けごみの量を含む） 

 

 

 

 

 

 

揺れ・液状化 土砂災害 津波 火災・木造 火災・非木造 合計

柱角材 7,826 0 0 0 0 7,826

可燃物 2,762 0 0 0 0 2,762

不燃物 15,345 0 0 - - 15,345

コンクリートがら 24,808 0 0 0 0 24,808

金属くず 409 0 0 0 0 409

その他 - 0 0 - - 0

土砂 - 0 - - - 0

燃えがら - - - 0 0 0

51,150 0 0 0 0 51,150各災害廃棄物合計

災害廃棄物の種類

地震　（単位：t）
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③ 片付けごみ（地震） 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

（２）水害による災害廃棄物全体量及び片付けごみ 

① 水害による建物被害棟数 

水害（単位：棟） 

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 

0 0 0 108 136 

被害想定：令和元年市町村別被害棟数（福岡県） 

 

② 水害による災害廃棄物全体量       ③ 片付けごみ（水害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害による災害廃棄物全体量は、全壊棟数が 10 棟未満のため 900ｔとなる。 

片付けごみは、水害被害棟数 1,000 棟未満のため 500ｔとする。 

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。 

柱角材 77

可燃物 77

不燃物 192

コンクリートがら 270

金属くず 13

その他 11

土砂 261

燃えがら -

900

水害
(単位:t）

各災害廃棄物合計

災害廃棄物の種類
災害廃棄物の種類

水害
（単位：t）

柱角材 43

可燃物 43

不燃物 107

コンクリートがら 150

金属くず 7

その他 6

土砂 145

各片付けごみ合計 500

災害廃棄物の種類 揺れ・液状化 土砂災害 津波 合計

柱角材 677 0 0 677

可燃物 239 0 0 239

不燃物 1,328 0 0 1,328

コンクリートがら 2,146 0 0 2,146

金属くず 35 0 0 35

その他 - 0 0 0

土砂 - 0 - 0

各片付けごみ合計 4,425 0 0 4,425

地震　（単位：t）
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（３）し尿発生量及び仮設トイレ必要基数 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

（４）避難所ごみ発生量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所避難者数
（人）

避難所ごみ
（ｔ/日）

当日 1,100 0.83

1週間後 1,200 0.90

1カ月後 1,200 0.90

項　目 単位 直後 項　目 単位 1日後

総人口 人 10,211 １人１日平均排出量 Ｌ/人・日 1.70

水洗化人口 人 8,047
断水による

仮設トイレ必要人数
人 704

上水道断水率 ％ 19.6% 仮設トイレ必要人数 人 1,804

汲取人口 人 2,161
災害時における

し尿収集必要人数
人 3,732

避難所避難者数 人 1,100 仮設トイレ必要基数 基 23

非水洗化区域
し尿収集人口

人 1,928 し尿収集必要量 L/日 6,344
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（５）災害廃棄物処理フロー 

 

  

7,826 ｔ 資源化量 7,826 ｔ

15.3 ％ 15.3 ％

2,762 ｔ 処理余力 11,762 ｔ/年 焼却量 0 ｔ/3年

5.4 ％ 焼却量 2,762 ｔ/3年 0 ％

5.4 ％ 資源化量 0 ｔ/3年

資源化量 0 ｔ/3年 0 ％

0 ％

15,345 ｔ 処分余力 201,938 ｔ 最終処分量 0 ｔ

30.0 ％ 最終処分量 15,345 ｔ 0.0 ％

30 ％ 資源化量 0 ｔ

0 ｔ 資源化量 0 ｔ 0 ％

0.0 ％ 0 ％

0 ｔ

0.0 ％

24,808 ｔ 資源化量 24,808 ｔ

48.5 ％ 48.5 ％

409 ｔ 資源化量 409 ｔ

0.8 ％ 0.8 ％

0 ｔ 資源化量 0 ｔ

0.0 ％ 0.0 ％

51,150 ｔ ｔ

100 ％ ％

可燃物 自区域内処理（焼却・溶融） ※特別処理（焼却・溶融）

仮置場における

分別・破砕・選別

自区域内における

一般廃棄物処理施設

※特別処理

（広域処理、民間処理委託、

仮設処理施設）

柱角材 破砕施設（木くず）

不燃物 自区域内処理（最終処分） ※特別処理（最終処分）

燃えがら

その他 ※最大利用方式

総発生量 リサイクル量

33,043

64.6

コンクリートがら 破砕施設（がれき）

金属くず 再生利用事業者

土砂 再資源化
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（６）仮置場必要面積 

① 地震：災害廃棄物発生量全体の仮置場必要面積 

 

② 水害：災害廃棄物発生量全体の仮置場必要面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱角材 可燃物 不燃物 コンがら 金属くず その他 土砂 燃えがら 合計

7,826 2,762 15,345 24,808 409 0 0 0 51,150

5,217 1,841 10,230 16,539 273 0 0 0 34,100

2,609 921 5,115 8,269 136 0 0 0 17,050

0.4 0.4 1.1 1.1 1.1 1.1 1.8 1.1 -

13,043 4,604 9,300 15,035 248 0 0 0 42,230

5,217 1,841 3,720 6,014 99 0 0 0 16,892

0.5 0.2 0.4 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7

災害廃棄物等集積量（t）

災害廃棄物年間処理量(t）

見かけ比重（t/㎥）

災害廃棄物容積（㎥）

仮置場必要面積（㎡）

仮置場必要面積（ha）

項目
廃棄物種別

災害廃棄物量(t)

柱角材 可燃物 不燃物 コンがら 金属くず その他 土砂 合計

77 77 192 270 13 11 261 900

52 51 128 180 8 7 174 600

26 26 64 90 4 4 87 300

0 0 1 1 1 1 2 -

129 128 116 164 8 7 97 647

52 51 46 65 3 3 39 259

0.01 0.01 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.03

仮置場必要面積（㎡）

仮置場必要面積（ha）

廃棄物種別

災害廃棄物量(t)

災害廃棄物等集積量（t）

災害廃棄物年間処理量(t）

見かけ比重（t/㎥）

災害廃棄物容積（㎥）

項目
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４ 災害廃棄物に関する広報資料（一例） 
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５ 仮置場レイアウト（一例） 

 災害廃棄物を排出する仮置場を設置するにあたり、事前に種類別にごみを出

す位置を検討し、利用者のごみ排出、また町のごみ処理が円滑に行うことがで

きるように配慮することが大切である。 

よって、参考として他自治体による仮置場レイアウトの一例を下記に示す。 

 

配置例①（土地形状が比較的均一の場合） 

 

※人員配置の例     交通誘導員     受付     分別指導や荷下ろし補助 

 

布団 

木質系 

廃棄物 

混合廃棄

物(不燃物
主体) 

受付 

４品目 
以外の 

家電類 

家電製品 
(4 品目) 

マット類 
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配置例②（土地形状が縦長の場合） 

 

※人員配置の例     交通誘導員     受付      分別指導や荷下ろし補助 

 

 

 

 

 

廃
ﾀ
ｲ
ﾔ
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配置例③（香春町総合運動公園 多目的グラウンド） 

※ 計画案では設置箇所として特定していないが、使用する場合の参考資料とし 

て作成した。 

 

 

 

 

※人員配置の例    交通誘導員     受付    分別指導や荷下ろし補助 

退場口（第 2 ゲート方面） 

入場口（第 3 ゲート） 


